
戦後７０年。
戦争の記憶をつなぐ特集３本を放送します。
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報道部　飯島  TEL:028-623-0031

平成 27 年 5月 22 日

戦後 70年を迎え、記憶を風化させず平和を考えようと、県内でも各地で様々な人が活動して

います。戦争を経験した世代は減り、改めて「声」に耳を傾け、「残す」ことの意義も問われ

ています。とちぎテレビでは、栃木県内で活動する人々の「思い」を、映像で伝えるシリーズ、

「とちぎ戦後 70年」を、ニュース特集として 3日間のシリーズでお送りします。

放送する番組

☆イブニング 6（よる 6時～）

☆ニュースワイド 21（よる 9時～）

☆ニュースとちぎの朝（翌日のあさ 6時 30 分～）

※放送内容は、変更する場合があります。

5 月 26 日（火）放送】

宇都宮市内の戦跡を巡るバスツアー「ピースバス」を取材。戦後７０年をむかえる今年は募集を

上回る人数が集まり、２０代から７０代までの幅広い年代の人が、清原地区の「航空廠」の跡地

などを訪れました。

市内にひっそりと残る戦跡…参加した人の思いを追い、戦争が遠い過去の出来事ではないことを

伝えます。

【5月 27 日（水）放送】

栃木市が発行した『戦後７０年戦争体験文集』。県内の戦争体験者が、大空襲や学童疎開の様子

をつづっています。

実際に寄稿した方々に話を伺い、記録することの重要さ、そして未来に伝えたいメッセージをお

送りします。

【5月 28 日（木）放送】

太平洋戦争末期、地上戦のあった沖縄県の警察本部長として、県民の島外避難などに力を尽くし

た荒井退造氏は、実は宇都宮市出身でした。

荒井氏の業績に光を当てるとともに、荒井氏のことを多くの栃木県民に知ってもらおうと追悼コ

ンサートを開くことにした関係者に話を伺います。


